
 

      日建連発第 68 号 

 令和 3年 5月 25 日 

 

都 道 府 県 建 築 士 会 会 長  様 

都道府県建築士会女性委員長（部会長） 様 

 

（公社）日本建築士会連合会 

女性委員長  本間 惠美 

 

令和 3年度 第 30 回全国女性建築士連絡協議会（福岡）の開催について 

 

拝啓 時下、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は、本会の各種事業につき格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。  

さて、標記会議を下記により開催いたしますので、貴建築士会の女性委員長（部会長）および女性

会員にご周知下さいますようお願い申し上げます。 

今回は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を考慮して「1 日開催」といたしました。また、参

加方法は、オンライン参加と人数制限を伴う福岡市内の会場参加（アクロス福岡）としております。 

つきましては、ご参加いただく方の氏名等を参加申込書（資料４）にご記入の上、7 月 7 日（水）

までに申し込みをお願いします。（ E-mail: jigyo1@kenchikushikai.or.jp ） 

なお、同文書の写しを各女性委員長（部会長）にも直送させていただきますので、その旨ご了承願

い上げます。                                     敬具 

 

記 

１．開催日時及び開催場所 

 

令和 3 年 9 月 25 日(土) 

 

－ 令和 3 年度 第 30 回全国女性建築士連絡協議会（福岡）－  [CPD5] 

 

・受付                 9：30～10：00 

・分科会               10：00～12：00 

休憩               12：00～13：00 

・開会式               13：00～13：20   

・被災地報告                       13：20～14：20 

   休憩               14：20～14：30 

・基調講演              14：30～16：00 

 「建築空間を支える木の文化 ～木挽棟梁のモノサシ～」 

於：「アクロス福岡 6階 608 会議室」 （資料３参照） 

〒810-0001 福岡県福岡市中央区天神１丁目１番１号 

    ・全体会                16：00～16：35 

     

２．開催主旨 

令和 3年度 第 30 回全国女性建築士連絡協議会（福岡）では、近年、日本人の生活習慣の変

化により地域の環境に即した伝統的な住まいに暮らす人が減少していることから、木材等の自然

素材を活かした建築空間や要素を改めて見直し、美しい日本の住まいのあり様を次の世代に引き

継ぐことが重要であると考え、テーマを『未来へつなぐ居住環境づくり』～建築空間を支える木

の文化 木挽棟梁のモノサシ～といたしました。 

基調講演では、杉の文化の研究と情報発信を行い、現代の木挽棟梁として活躍の有限会社杉岡

製材所 代表取締役 杉岡 世邦氏にご講演頂きます。 

また、10年が経過した東日本の被災地の現状報告と、一昨年、昨年の風水害の被災地報告を行

います。 

 



 

３．分科会について 

   8 つの分科会を 2 分科会ずつまとめ、4 分科会といたしました。それぞれの分科会にて報告と

質疑応答を予定しております。分科会には定員がありますので、申し込みが集中した場合、ご希

望に添えない場合があります。申し込みの際に希望を必ず第 2 希望までお書きください。 

   分科会の概要については、資料２を参照してください。 

 

   各分科会は、後日、連合会女性委員会のホームページ上で動画配信を予定しています。ご参加

の叶わなかった分科会はそちらをご利用ください。 

 

４．参加費用等について 

   

 

全建女 参加費（資料代含む） 

(ｵﾝﾗｲﾝ・福岡会場での参加費共) 

建築士会会員 1,000 円 

会員外 2,000 円 

  学 生 無 料 

 

   開催当日、オンライン接続の状況により受信ができなかった場合も、参加費用の払い戻しはご

ざいません。後日、動画配信を予定しておりますのでそちらをご利用ください。 

 

５．参加申込について 

   貴会において参加希望者をとりまとめていただき、資料-4 の「参加申込書」に必要事項をご記

入の上、7 月 7日（水）までに連合会事務局にお申し込みください。 

  ※ 変更の場合は、連合会事務局までご連絡ください。 

    なお、令和 3 年 8 月 20 日（木）以降の変更・取消に伴う参加費の返還には、 

応じられませんので、ご了承ください。 

 

６．宿泊予約について 

宿泊予約につきましては、参加者各自にてご準備下さいますようお願い致します。 

※ 直前に福岡会場での参加が中止になった場合の移動、宿泊に伴うキャンセル料につきまして

は、各自にてご負担いただきますようお願いいたします。 

 

７．オンライン参加のＵＲＬ送付について 

オンライン参加の方へのＵＲＬ送付は、9 月 21 日（火）を予定しています。 

 

8．ワンバイワン・交流会・エクスカーションの中止について 

   毎回、各ブロックから１県の活動報告として行っているワンバイワン、親睦を深めることを目

的とした交流会、開催地をより深くご堪能いただくためにご用意していたエクスカーションは、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今回は中止とさせていただきます。 

 

昨年（令和 2 年）全国女性建築士連絡協議会福岡大会参加の皆さまの為に選りすぐりのコース

を企画していました。残念ながら「幻」となってしまった 5 つのエクスカーション（別添 1）と、

「もうひとつ」のエクスカーション（別添 2）をご紹介いたします。福岡へお越しになる機会が

ありましたら、このコース案内を参考に福岡・九州を満喫してはいかがでしょうか。 

    

9．添付書類 

資料 １ 令和 3 年度 第 30 回全国女性建築士連絡協議会（福岡）プログラム（案） 

資料 ２ 令和 3 年度 第 30 回全国女性建築士連絡協議会（福岡）分科会概要 

資料 ３ 令和 3 年度 第 30 回全国女性建築士連絡協議会（福岡）会場案内・アクセス 

資料 ４ 令和 3 年度 第 30 回全国女性建築士連絡協議会（福岡）参加申込書 

別添 １ 福岡大会 幻のエクスカーション 

別添 ２ 福岡大会 もうひとつのエクスカーション 

別添 ３ 開催案内 全国版フライヤー（一般･学生用） 

以 上 



                                          資料 1 

令和 3 年度 第 30 回全国女性建築士連絡協議会（福岡）プログラム（案） 

「未来へつなぐ居住環境づくり」 

～ 建築空間を支える木の文化 木挽
こ び き

棟梁
とうりょう

のモノサシ ～ 

 

 

令和 3 年 9 月 25 日（土）                              

 

[ 受 付 ]  9：30～10：00  ＜於：ＺＯＯＭ ／ アクロス福岡 6 階 608 会議室前＞ 

 

[ 分 科 会 ] 10：00～12：00   ＜於：ＺＯＯＭ ／ アクロス福岡 6 階 会議室＞ 

 ＜第 1 分科会＞  

・１－１分科会「心地よい和の空間」 

司 会 者 : 鈴木 深雪 （福島県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 田中 妙子 （佐賀県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 三宅 登美惠（大阪府建築士会） 

・１－２分科会「会員拡大へ向けた取組み／楽しむことを忘れない軽やかな女性たち」   

司 会 者 : 齊藤 裕美 （北海道建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 長瀬 八州余（岐阜県建築士会） 

＜第２分科会＞ 

・２－１分科会「倖せもついてくる高性能なエコハウス」 

司 会 者 : 星 ひとみ （宮城県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 江藤 眞理子（福岡県建築士会） 

・２－２分科会「子どもとまち・建築～誰でも昔は子どもだった～」 

司 会 者 : 大森 尚子 （三重県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 岩倉 朗子（神奈川県建築士会） 

＜第３分科会＞ 

・３－１分科会「被災した古民家を生かしたまちづくり」 

司 会 者 : 市川 真理 （滋賀県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 松野 陽子 （熊本県建築士会） 

・３－２分科会「高齢社会とまちづくり／私のまち 起承転…」 

司 会 者 : 櫻井 澄子 （栃木県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ  : 松橋 雅子 （秋田県建築士会） 

＜第４分科会＞ 

・４－１分科会「森林で自立する村づくりと熊本復興支援」 

司 会 者 : 竹﨑 由美子（宮崎県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 持田 美沙子（熊本県建築士会） 

・４－２分科会「空き家 見えるカルテ」  

司 会 者 : 大塚 美由紀（愛媛県建築士会） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ : 坪倉 菜水 （島根県建築士会） 

 

[ 休  憩 ] 12：00～13：00     

 



                                          

[ 開 会 式 ] 13：00～13：20    ＜於：ＺＯＯＭ ／ アクロス福岡 6 階 608 会議室＞ 

・開会の辞 

・主催挨拶          公益社団法人 日本建築士会連合会会長  近角 真一 

・委員会担当副会長挨拶  公益社団法人 日本建築士会連合会副会長 淡路 孝次 

・開催県挨拶       公益社団法人 福岡県建築士会会長    鮎川 透 

・前委員長挨拶       公益社団法人 日本建築士会連合会前女性委員長  小野 全子 

・委員長挨拶、運営説明   公益社団法人 日本建築士会連合会女性委員長   本間 惠美 

 

[被災地報告] 13：20～14：20 

・福島県建築士会（10 分） 

・宮城県建築士会（10 分） 

・長野県建築士会（15 分） 

・千葉県建築士会（15 分） 

・熊本県建築士会（10 分） 

 

＝ 休憩 14：20～14：30 ＝ 

 

[基 調 講 演 ] 14：30～16：00 

「建築空間を支える木の文化 ～木挽棟梁のモノサシ～」 

・講 師  有限会社 杉岡製材所 代表取締役 現代の木挽棟梁 

      杉岡 世邦（すぎおか としくに）氏 

 

 

[ 全 体 会 ] 16：00～16：35   

・全体総評                                            連合会女性副委員長 

・令和 3 年度第 30 回全国女性建築士連絡協議会アピール   連合会女性副委員長 

・第 63 回全国大会広島大会参加のご案内            広島県建築士会女性委員会 

・開催県挨拶                         福岡県建築士会女性委員長 

・閉会の辞                          連合会女性副委員長 



                                            資料 2 

令和 3年度 第 30 回全国女性建築士連絡協議会（福岡）分科会概要一覧 

 分科会名称  ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ 概要 

第
１
分
科
会 

１－１分科会 

「心地よい和の空間」 

  

 

田中 妙子 

（佐賀県建築士会） 

 

三宅登美惠 

（大阪府建築士会） 

 

「魅力ある和の空間ガイドブック（ＷＥＢ版）」が公開

されてから３年。全国各地の魅力ある和の空間が多数

紹介され、現在も進行中です。 

今回、「有田のまちなみと和の空間」として建物だけ

にとどまらず、「魅力あるまちなみ」からみえる和の空

間についての報告と、ガイドブックを活用した近畿ブ

ロックでの取組も含めた活動報告をして頂きます。ま

ちなみの視点からの和の空間づくり、ガイドブックの

発信や広報を含めた「和の空間の様々な取組」を皆さ

んで共有し、今後の活動につながればと思います。 

１－２分科会 

「会員拡大へ向けた取

組み／楽しむことを忘

れない軽やかな女性た

ち」   

長瀬 八州余 

（岐阜県建築士会） 

 

 

平成10年には135,382名いた建築士会の会員も平成20

年には 99,443 名に、令和 2 年には 71,332 名まで減少

しています。会員数の減少は建築士会全体の運営にも

関わることから危機感が抱かれているところですが、

少子高齢化と人口減の中では維持するだけでも難しい

現状があります。 

しかしながら、女性委員会で行っているアンケートか

らは、難しい観点ではなく楽しみながらコミュニケー

ションの場づくりをしている活動がいくつか見受けら

れました。自らが楽しく取り組む女性ならではの軽や

かな活動に、ヒントがあるのではと感じています。そ

の中から、岐阜県の「気楽にらくだ会」という取り組

みを報告頂きます。また、その他の地域の事例もご紹

介。後半は意見交換として全国の取り組みや課題を共

有しながら、建築士会のあり方などを話し合いたいと

思います。 

第
２
分
科
会 

２－１分科会 

「倖せもついてくる 

高性能なエコハウス」 

江藤 眞理子 

（福岡県建築士会） 

 

 

一昨年は 東北の寒さに対して心地よい温かさを主題

にしました。しかし、九州などの温暖な地方では、寒

さ対策だけでなく、暑さへの対策も必要です。 

自然の恵みをたくさん利用し、「夏でも涼しく」「冬で

も暖かく」感じることのできるパッシブデザインを取

り入れた住まい。人にも環境にも優しい高性能なエコ

ハウスの住まいづくりの実例として、昨年「エコハウ

スアワード 2019 最優秀賞」並びに「第 5 回日本エコハ

ウス大賞優秀賞」を受賞された「熊本パッシブハウス」 

を紹介していただきます。 

「住まいが人間に、その肉体と魂と精神に奉仕しない

とすれば一体何のために建てるのか」フーゴー・キュ

ーケルハウスの言葉が根本にある住まいづくりについ

て皆様と議論したいと思います。 



                                             

２ 

 

２－２分科会 

「子どもとまち・建築 

～誰でも昔は子どもだ

った～」 

 

 

岩倉 朗子 

（神奈川県建築士会） 

今、世の中の状況が様変わりし、子どもたちを取り巻

く生活環境も大きく変化しています。神奈川県建築士

会子どもの生活環境部会は、27 年前から活動を続けて

きましたが、この変化の中で何をすべきかを改めて模

索しています。 

このような時だからこそ情報交換が大事と考え、当分

科会では「誰でも昔は子どもだった」ことを思い出し、

新しい時代に私たち建築士が子どもたちに対して何が

できるかを考えあう場にしたいと思っています。 

Ｒ２年度以降にこんなことしたという取組み事例や、

こうすればどうだろうというご意見がある方、事前に

ぜひ教えて頂けませんか。ご協力頂ける方はメール 

(kodomo@kanagawa-kentikusikai.com) 

または部会 HP(QR コード)の問合せ欄 

よりご連絡ください。 

第
３
分
科
会 

３－１分科会 

「被災した古民家を 

生かしたまちづくり」 

 

 

松野 陽子 

（熊本県建築士会） 

 

 

熊本県益城町に居住され、地域の方々と被災した古民

家を活かしたまちづくりに取り組んでおられる内容に

ついて報告をいただきます。 

５年前の熊本地震により、益城町にある古民家の多く

が倒壊等の被害を受け、解体をされる建物が多い中改

修すれば継続使用可能な建物もあり、それらに古民家

再生への全体コーディネートをする立場で関わられ、

改修後の利活用についても、まちづくりの核になるの

では？と活動をされています。大きな被害を受けた地

域で、建築士や建築士会が当事者として建物再生や地

域再生にどのように係わっていけるのか等、意見交換

する中で考えるヒントを見つけていきたいと思いま

す。 

３－２分科会 

「高齢社会とまちづく

り/私のまち 起承転…」 

 

松橋 雅子 

（秋田県建築士会） 

平成の大合併で北秋田市となった私の町は、合併前人

口 27,000 人の「鷹巣」という小さな町だった。「まち

づくり」活動など、聞いたこともなかった住民が、新

たに誕生したトップの呼びかけに集まり、自分たちの

町の福祉を共に考え作り出す取組み「福祉のまちづく

り」活動がはじまった。建築士である前に一人の市民

としてその活動に参加し、様々な壁にぶつかりながら

自分たちの暮らし・社会に向き合い自分たちの住環境

をつくりあげてきた…。そのきっかけと軌跡、課題な

どを紹介します。みなさんも自分の住む町を見つめな

おしてみませんか？  



                                             

３ 

 

第
４
分
科
会 

４－１分科会 

｢森林で自立する村づく

りと熊本復興支援」 

 

 

持田 美沙子 

（熊本県建築士会） 

 

『「自然と共生する」五木源住宅～五木の森林を守り続

け家づくりに役立て、家族や皆が元気になり、地域を

ゴキゲンにする五木源住宅をつくる～』の理念に賛同

した建築士、工務店、木工所、流通業者、木材生産者

（製材所、森林組合）が協定を結び活動する「五木源

住宅協議会」を知った時、その仕組みに驚きました。

発足から活動まで建築士としてどのように携わったか

報告して頂きます。 

また、熊本地震の後、五木産材の組立式ベッドの作成

による避難所支援、くまもと型復興住宅プランの作成、

モデル住宅の建設、住宅相談など五木源住宅復興支援

チームの活動を共有し、建築士の役割について意見交

換したいと思います。 

 

４－２分科会 

「空き家  

見えるカルテ」 

坪倉 菜水 

（島根県建築士会） 

 

 

既存住宅状況報告技術者の資格化から４年が経ちまし

た。まだ確立したとは言えない既存住宅の「インスペ

クション」。過去 10年間、多数の実例を手掛ける中で、

既存インスペクションによる「劣化」だけでは表示出

来ない耐震や資産価値等の性能を可視化する為に、新

たな項目を加えた『良質住宅インスペクション』とそ

れを所有者や購入者に可視化する為の『見えるカルテ』

を平成 29年に国交省の H29 年度住宅ストック維持・向

上促進事業の採択を受けて作成しました。宅地建物取

引業者、不動産鑑定士、古民家鑑定士等の視点も導入

しています。リフォーム後の性能や文化的価値まで可

視化できるインスペクションを既存の各インスペクシ

ョンとの比較を交えながら、皆様と意見交換しより良

いものにしたいと思います。 

 

 





資料4

都道府
県No

No 会員外 学生 役　職
CPD番号
（11桁）

氏　　名 勤務先（学校）名称および部署
連絡先TEL
（携帯電話）

連絡先FAX メールアドレス
分科会
希望①

分科会
希望②

オンライン
参加を希望

福岡会場
参加を希望

備　考

40 1 女性委員長 13123456789 建築 花子 〒 812-0013
（公社）福岡県建築士会
事務局

090-****-**** 092-****-**** jigyo2@kenchikushikai.or.jp 1 4 ○

40 2 13987654321 建設 みちこ 〒 810-0001 （株）福岡建築 080-****-**** 092-****-**** sekkei-n1@kudan.com 4 2 〇

40 3 ○ - 建築 未来 〒 821-**** （株）福岡工務店 070-****-**** 092-****-**** sekkei-n1@kudan.com 2 3 ○

40 4 ○ - 建設 太郎 〒 802-00** ○○大学 090-****-**** 093-****-**** sekkei-n1@kudan.com 3 1 〇

＊分科会の定員の関係で、ご希望に添えない場合がありますので、希望を2つお書き下さい。 福岡会場でのご参加を希望の方へ

＊福岡会場は席に限りがある為、ご希望に添えない場合があります。

＊感染状況等により福岡会場での参加を中止される場合はご連絡ください。

＊感染症予防のため、福岡会場の入場をお断りする場合があります。

都道府
県No

No 会員外 学生 役　職 CPD番号 氏　　名 勤務先名称および部署
連絡先TEL
（携帯電話）

連絡先FAX メールアドレス
分科会

　第一希望
分科会

第二希望
オンライン
参加を希望

福岡会場
参加を希望

備考

1
女性委員長
(部会長）

〒

2 〒

3 〒

4 〒

5 〒

6 〒

7 〒

8 〒

9 〒

10 〒

11 〒

建築士会名　 建築士会 【お願い】　都道府県や地域で集まって、複数人でＺＯＯＭ参加されるご予定がありましたら下記にご記入ください。

№ 地域 場所 人数 第１分科会 1-1分科会 1-2分科会
「会員拡大に向けた取組み／楽しむ
ことを忘れない軽やかな女性たち」

（記入例） ○○市 建築士会事務局 6 第２分科会 2-1分科会 2-2分科会
「子どもとまち・建築

～誰でも昔は子どもだった～」

1 第３分科会 3-1分科会 3-2分科会
「高齢社会とまちづくり

／私のまち　起承転…」

2 第４分科会 4-1分科会 4-2分科会 「空き家 見えるカルテ」

3

※参加分科会が複数の場合もご記入ください ※ご担当者様にお問合せをさせて頂く場合があります

■参加申込書送付先　（公社）日本建築士会連合会　事業部　E-mail　jigyo1@kenchikushikai.or.jp締切：7月７日（水）

　（個人情報保護について） 参加申込書に記載していただきました事項は、（公社）日本建築士会連合会及び、（公社）福岡県建築士会にて責任をもって管理し、全国女性建築士連絡協議会および関連事業の目的のみに使わせていただきます。

送付先住所

「心地よい和の空間」

「倖せもついてくる
高性能なエコハウス」

「被災した古民家を
生かしたまちづくり」

｢森林で自立する村づくり
と熊本復興支援」

ご担当者氏名

建築　花子

令和３年度　第30回全国女性建築士連絡協議会（福岡）　参加申込書　　　　
記入例

送付先住所

＊新型コロナウイルスの感染拡大状況により、直前になって福岡会場での参加ができ
なくなる場合がありますことをご了承ください。

福岡市博多区博多駅東3-14-18

福岡市中央区緑5-26-20

福岡市**区**町　*-*-*

北九州市**区**町　*-*-*



1 北海道 13 東京 25 滋賀 37 香川

2 青森 14 神奈川 26 京都 38 愛媛

3 岩手 15 山梨 27 大阪 39 高知

4 宮城 16 長野 28 兵庫 40 福岡

5 秋田 17 新潟 29 奈良 41 佐賀

6 山形 18 静岡 30 和歌山 42 長崎

7 福島 19 愛知 31 鳥取 43 熊本

8 栃木 20 岐阜 32 島根 44 大分

9 茨城 21 三重 33 岡山 45 宮崎

10 群馬 22 富山 34 広島 46 鹿児島

11 埼玉 23 石川 35 山口 47 沖縄

12 千葉 24 福井 36 徳島

【表1】 　　　都道府県№


